
＜相談窓口一覧＞ 

【松戸市の救急医療体制】 

当番医・待機病院の 

テレフォンサービス

平日…午後４時３0 分～翌朝午前 9 時 

土曜・日曜・祝日…午前 9 時～翌朝午前９時 
０４７－３６６－００１０ 

夜間小児急病センター 

（松戸市立総合医療センター内） 

毎日夜間…午後 6 時～午後 11 時 

※0 歳～中学校３年生までの内科系疾患を対象
０４７－７１２－２５１３ 

休日土曜日夜間歯科 

診療所（衛生会館内） 
土曜・日曜・祝日・お盆…午後 8 時～午後 11 時 ０４７－３６５－３４３０ 

【中毒１１０番 （財）日本中毒情報センター】 

名称 対応時間 電話 

つくば中毒 110 番 9 時～21 時 365 日対応 ０２９－８５２－９９９９ 

大阪中毒 110 番 24 時間 365 日対応 ０７２－７２７－２４９９ 

たばこ専用回線 
テープによる情報提供

24 時間 365 日対応 無料 
０７２－７２６－９９２２ 

相談する時のポイント 

① 赤ちゃんの月齢 ②いつ ③何を ④どのくらいの量を飲んだか ⑤現在の容態

【こども医療電話相談事業】 

休日・夜間の急な子どもの病気にどう対処したらよいか、病院の診療を受けたほうがよ

いのかなど迷ったときに、全国同一短縮番号（＃８０００）をプッシュすることにより、

お住いの都道府県の相談窓口に自動転送され、小児科医師・看護師からの症状に応じた適

切な対処の仕方や受診する病院等のアドバイスが受けられます。 

詳しい実施状況は厚生労働省ホームページ、もしくは二次元コードをご覧ください。 

http://www.mhlw.go.jp/topics/2006/10/tp1010-3.html 

【Web サイト こどもの救急 ONLINE-QQ】 

公益社団法人日本小児科学会が監修・運営しています。 

生後１か月～６歳までの子どもを対象に、夜間や休日などの診療時間外に病院を受診す

るかどうか、判断の目安を提供しています。 

子どもの事故とその対策や、家庭内の事故の予防に関する注意点についての情報も提供

しています。 

詳しい実施状況は以下のホームページ、もしくは二次元コードをご覧ください。 

http://kodomo-qq.jp/ 

全国同一短縮番号（＃８０００） ただしダイヤル回線の方は 043-242-9939 

http://www.mhlw.go.jp/topics/2006/10/tp1010-3.html
http://kodomo-qq.jp/


【保健福祉センター】 

母子の健康や育児ついての相談を受け付けています。 

中央保健福祉センター 
松戸市竹ヶ花７４－３ 

電話 047-366-7489 

小金保健福祉センター 
松戸市小金２ ピコティ西館３階 

電話 047-346-5601 

常盤平保健福祉センター 
松戸市五香西３－７－１ 松戸市健康福祉会館２階 

電話 047-384-1333 

【親子すこやかセンター】 

保健師、社会福祉士、助産師が、必要なサービスが利用できるよう相談を受け付けてい

ます。 

親子すこやかセンター 中央 
松戸市竹ヶ花７４－３ 中央保健福祉センター1 階 

電話 047-366-7766

親子すこやかセンター 小金 
松戸市小金２ ピコティ西館３階 

電話 047-346-6066

親子すこやかセンター 常盤平 
松戸市五香西３－７－１ 松戸市健康福祉会館２階 

電話 047-384-8020

【市民健康相談室】※印は、赤ちゃんの計測ができます。

名称 場所 電話番号 

本庁市民健康相談室 松戸市役所本館 1 階 047-366-1111（本庁代表）

矢切市民健康相談室  ※ 矢切支所内 047-362-3181（支所代表）

東松戸市民健康相談室※ 東松戸支所内 047-703-0606（直通）

常盤平市民健康相談室 常盤平支所内 047-387-2131（支所代表）

六実市民健康相談室  ※ 六実市民センター内 047-384-2525（直通）

小金市民健康相談室  ※ 小金保健福祉センター内 047-346-5601（小金保健福祉センター）

馬橋市民健康相談室  ※ 馬橋支所内 047-345-213３（直通）

小金原市民健康相談室※ 小金原支所内 047-344-4151（支所代表）

新松戸市民健康相談室※ 新松戸支所内 047-343-5111（支所代表）



【その他関連施設・事業】 

担当 内容 住所・電話 

保育課 
保育所（園）入所 こども誰でも通園制度 

一時保育・特定保育 

松戸市根本 387－5 市役所内 

電 話 047－３６６－７３５１ 

子ども未来応援課 

児童給付担当室 

子ども医療費の助成  児童扶養手当 

児童手当  ひとり親家庭医療費助成 

松戸市根本 387－5 市役所内 

電 話 047－３６６－３１２７ 

こども家庭センター 
児童（０～１８歳未満）のあらゆる問題について専

門スタッフによる相談 

松戸市竹ヶ花７４－３ 

中央保健福祉センター３Ｆ 

電 話 047－３６６－３９４１ 

こども家庭センター 

まつドリ baby ヘルパー 

※妊婦、保育サービスを利用していない 2 歳未満の

お子さんがいる家庭に、家事・育児のお手伝いをす

るヘルパーを派遣。掃除や食事の支度、買い物、通

院の付き添い等も可能。 

松戸市竹ヶ花７４－３ 

中央保健福祉センター３Ｆ 

まつドリ baby ヘルパー担当 

電 話 047－３６６－３９４4 

まつどファミリー

サポートセンター

出産直後支援事業・育児支援事業 

※提供会員と利用会員による会員組織の事業

松戸市本町１４－１０ 

男女共同参画センターゆうまつ

ど内 

電 話 047－３３０－２９４１ 

児童相談所虐待対応

ダイヤル 

１８９（いちはやく） 

子どもへの対応に困った時や児童虐待に関する相談 

24 時間・365 日受付 

お近くの児童相談所 

電話  １８９（いちはやく） 

おやこ DE 広場・子

育て支援センター 

概ね０歳から３歳までの乳幼児とその保護者が気軽

に集える場。子育ての相談を受けたり多様な子育て

支援サービスを紹介したりする「子育てコーディネ 

ーター」がいます。妊娠中も参加できます。 

各おやこ DE 広場・

子育て支援センター 

【メールアドレスと松戸市のホームページ】 

メールアドレス mcboshihoken@city.matsudo.chiba.jp 

※返信（回答）には、多少の時間を要することをあらかじめ、ご承知おきください。

松戸市ホームページ http://www.city.matsudo.chiba.jp/ 

ママパパ学級

発 行 

松戸市 こども家庭センター 母子保健担当室 

令和 7 年 7 月 
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